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　　　’トリク・ルベンゼンの分解度試験成績報告書

試験期間　　昭和¢9年’月20日～昭和49年6月・25日

試料名　　トリクロルベソゼン　〔試料斑K一／2）

　　　　　　　　　　◎一

3　試験方法及び条件

　　　義簿掛一よる　質の分解　による

　3！　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　3．Z　酸素消費量測定

　　　　　3／の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　　（a）　使用分析機器

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器　F工D

　　　　　　　　　（以下余白　次頁に続ぐ）

農

（b）　分析試料の前処理

　　　　　　1藝’．塾一型

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　1←一クロロホルム100那へ3回
　　　　　　　　　　・抽出（振とう’分間）辺

　　　　　　　　　．」・！時間静置

　　　　　「　　　　t
　　　［丞’雇コ　1ノ旦i咳払層工

　　　　　　　　　　　　　瞬締酸ナトリウムで蹴

　　　　　／　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　i’KD濃縮

　　　　　　　　　　　　　卜2洞綻容

　　　　　　　　　　　　　1←一内標蓮（ヘキザク・ルペだ！〕

　　　　　　　　　　　　　1　　　1ノ：／）
　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　1■一一一一

　　　　　　　　　　　lr、一一ll
　　　　　　　　　　　σ．c講料「1

＠　分析条件

　　　ガスクロマトグラフ（σC）検出器　　F　I　D

　　　　キャリアガス　　　　　　　恥　　∠0暫

　　　　充てん剤　　　　　　P一一
　　　　ガラスカラム　　　　　　　2肌φ×1勉

　　　　カラム温度　　　　　　 70’0→／60’G

　　　　　　　　　　　　　　　（贋露分脚

試験結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一”’一一一一…　］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図辱熱型1㌧i’」

以 上



ま　そ　の・他

　　水系にむいて試料の残留が潅ぐ、かつ汚泥系にむいても試料

　の残留が認められない（酸素消費量の結果と一致しない）とい

　うことから、2週間の試験中に揮散したものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


